
　

そ
し
て
四
月
、前
吉
田
市
長
と
の
会

談
で
大
阪
府
と
大
阪
狭
山
市
と
の
共

同
運
営
に
民
間（
狭
山
池
ま
つ
り
実
行

委
員
会
）を
加
え
た
三
者
協
働
運
営
の

枠
組
み
が
合
意
さ
れ
た
。

　

し
か
し
こ
こ
か
ら
が
大
変
だ
っ
た
。公

立
博
物
館
の
運
営
に
市
民
団
体
が
加
わ

る
の
は
全
国
初
と
い
わ
れ
、大
阪
府
、大
阪

狭
山
市
と
我
々
と
の
葛
藤
が
始
ま
っ
た
。

　

何
事
も
法
律
・
条
令
・
規
則
に
則
っ
て

型
に
填
ま
っ
た
仕
事
を
す
る
行
政
と
、

出
来
る
だ
け
無
駄
を
無
く
し
物
事
を

柔
軟
に
考
え
て
行
う
民
間
と
で
は
考
え

方
に
大
き
な
差
が
あ
り
、延
べ
十
六
回

に
及
ぶ
調
整
会
議（
交
渉
）で
激
論
を

交
わ
し
た
。

　

三
者
協
働
ス
キ
ー
ム
の
提
案
、基
本

理
念
の
共
有
、三
者
の
役
割
分
担
、運
営

経
費
の
効
率
化
に
も
言
及
し
た
。特
に

具
体
策
の
構
築
時
に
、土
木
博
物
館
と

し
て
の
学
術
的
向
上
と
入
館
者
数
の
目

標
値
を
指
摘
し
た
。毎
年
八
万
人
前
後

更
に
と
減
少
傾
向
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、施
設
指
標
の
入
館
者
数
に
関
心
が

乏
し
い
と
感
じ
、入
館
者
十
万
人
以
上

の
目
標
を
設
定
さ
せ
、当
方
か
ら「
世
界

の
昆
虫
展
」（
都
市
整
備
部
所
管
の
箕
面

昆
虫
館
か
ら
昆
虫
標
本
を
借
用
し
展

示
）、「
小
灘
一
紀
絵
画
展
」（
日
展
評
議

員
作
品
展
等
）を
企
画
提
案
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、「
こ
の
博
物
館
に
は
絵
画

は
似
合
い
ま
せ
ん
」「
博
物
館
に
昆
虫
を

持
ち
込
む
な
ん
て
も
っ
て
の
外
」と
云
う

反
応
で
し
た
。そ
こ
で「
似
合
う
と
か
似

合
わ
な
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
、こ
れ

ら
を
見
に
来
る
方
は
本
来
の
展
示
物
も

ご
覧
に
な
る
だ
ろ
う
し
、何
と
し
て
で
も

入
館
者
数
を
増
や
し
、よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
し
な
け
れ

ば
、こ
の
博
物
館
の
存
続
に
関
わ
り
ま
す

よ
」と
説
得
し
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

　

結
果「
世
界
の
昆
虫
展
」は
一ヶ
月
で

一
万
人
、「
小
灘
一
紀
展
」は
四
週
間
で
八

千
人
の
入
場
者
が
あ
り
初
年
度
に
入

館
者
数
一
〇
万
人
達
成
し
た
。

　

ま
た
、中
高
生
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し

た
屋
上
ガ
ー
デ
ン
の
賑
わ
い
と
魅
力
作

り（
花
壇
・ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
）や
博
物
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
再
編
成
な
ど
に
も
取
り

組
み
、狭
山
池
堤
か
ら
屋
上
ガ
ー
デ
ン
、

博
物
館
へ
の
ル
ー
ト
も
確
立
。博
物
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
河
内
木
綿
展
」や

狭
山
池
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
、古
文
書
を
読

む
会
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
活
発

化
し
、毎
年
十
万
人
前
後
の
入
館
者
数

で
推
移
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
た
官
民
協

働
運
営
で
す
が
、現
在
、博
物
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る「
片
桐
且
元
展
」の
準
備

や
狭
山
池
築
造
千
四
百
年
記
念
事
業

年
に
向
け
て
の
企
画
、缶
バッ
チ
の
自
主

作
成
等
活
発
な
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

橋
下
徹
前
大
阪
市
長
は
、大
阪
府
知

事
就
任
直
後
の
平
成
二
十
年
二
月
、財

政
非
常
事
態
を
宣
言
し
、ハコ
モ
ノ
集
客

施
設
の
廃
止
や
文
化
事
業
の
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
の
見
直
し
等
の
改
革
案
を
打
出
し

た
。大
阪
府
に
は「
弥
生
文
化
博
物
館
」

「
近
つ
飛
鳥
博
物
館
」が
あ
り
、３
つ
の

博
物
館
は
多
過
ぎ
る
と
、狭
山
池
博
物

館
も
対
象
と
な
っ
た
の
が
こ
の
物
語
の

始
ま
り
で
し
た
。

　

そ
こ
で
博
物
館
が
な
く
な
っ
た
ら
大

変
と
府
都
市
整
備
部
と
相
談
し
、視
察

時
に
、私
が
橋
下
知
事
に
付
き
添
い
、狭

山
池
と
狭
山
池
博
物
館
が
如
何
に
地

域
に
愛
さ
れ
市
民
の
街
作
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
拠
点
に
な
っ
て

る
か
を
伝
え
る
一
方
、同
じ
想
い
の
表
現

倶
楽
部
う
ど
ぃ
の
子
供
た
ち
や
若
者
約

３
百
人
が
歓
迎
の
前
面
に
出
て「
徹

ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
」の
一
斉
コ
ー
ル
も
沸
き

あ
が
る
中
、お
迎
え
し
た
。

　

視
察
後
の
講
評
は
大
変
厳
し
い
も
の

で
あ
っ
た
が
、何
か
他
の
博
物
館
と
違
う

も
の
を
感
じ
ら
れ
た
の
か「
こ
の
博
物
館

は
存
続
さ
せ
る
」と
云
わ
れ
た
。

官民協働運営
狭山池博物館

狭山池まつり実行委員会 会長 武田 博允

発足物語

■日時／平成28年２月27日（土）13：00～16：00
■会場／SAYAKAホール・大ホール

■内容／記念式典、林英哲アコースティックコンサートほか
■定員／600人（多数の場合は抽選）

申し込み方法

お問い合せ 狭山池築造1400年記念事業実行委員会事務局 大阪狭山市役所内（企画グループ） TEL.072-366-0011

往信

「狭山池築造
 1400年記念事業
 実行委員会事務局
 コンサート観覧希望」係

〒 589-8501
大阪狭山市狭山
1-2384-1

こ
の
面
に
は
何
も

記
入
し
な
い
で
下
さ
い

返信
あなたの
郵便番号
住所
名前
電話番号

あなたの
郵便番号
住所
名前
電話番号

〒589-8501  大阪狭山市狭山1-2384-1
狭山池築造1400年記念事業実行委員会事務局 コンサート観覧希望係

往復はがき（往信面と返信面の両面）に郵便番号・住所・名前・
電話番号をご記入の上、下記宛にご郵送下さい。

※平成28年1月15日消印有効 ※１人につき１通。当選者には、１枚で２人が入場できる入場整理券を郵送します。

　狭山池築造1400年記念事業実行委員会では、狭山池が築造から1400年を迎える2016年をアニバーサリー・イヤーとし、1年間を通し
て様 な々事業に取り組みます。2月27日には、オープニング・イベントとして、狭山池が国の史跡に指定されたことを記念して建立する記念碑の
除幕式、1400年シンボルツリーの植樹祭、市民の手で狭山池の環境を保全する取り組み、狭山池クリーンアクションを狭山池で開催します。
　また、午後からは会場をSAYAKAホール（大阪狭山市文化会館）に移し、狭山池築造1400年記念式典、世界的太鼓奏者である林英哲
さんを迎えてのアコースティックコンサートを開催します。

狭山池築造
1400年

@大阪狭山市文化会館 大ホール

●狭山池築造1400年記念宣言
●記念切手原画募集入選作発表・表彰
●合唱 大阪狭山混声合唱団・市民参加者

第I部

第II部

記念式典
2016年2/27（土）

記念式典観覧者募集 無料
入場料

ⒸH.ShimizuⒸH.ShimizuⒸS.OgumaⒸS.Oguma

林 英哲 アコースティックコンサート
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